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機械器具 74 医薬品注入器 

一般医療機器 自然落下式針なし輸液セット 7037000 

BD ピギー用 自然滴下輸液セット 
（DEHP フリー） 

再使用禁止 
 

 

 【禁忌・禁止】 
1．再使用禁止 

2．〈併用禁忌〉 

・本品は自然落下(落差)方式のみで使用し、輸液ポンプとは併用

しないこと。又、輸液ポンプを併用した輸液ラインとの接続は

行わないこと。［相互作用の項参照］ 

3. 再滅菌禁止 

4. 24 時間以上使用しないこと。 

  

 【形状・構造及び原理等】 
 本品は、自然落下により患者へ輸液を供給する単回使用の輸液セッ

トである。本品は、保護キャップ、スパイク針、エアベント、ドリッ

プチャンバ、チューブ、ローラークランプ、ゴム管、ルアー接続部、

ルアー接続部保護キャップから構成される。1mL 当たりの滴数を規

定する点滴口サイズとして、20 滴／mL と 60 滴／mL がある。 

  

 〈構成（代表例）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※構成品として含まない場合もある。 

  

 〈材質〉 

スパイク針：ABS 樹脂 

エアベント：ポリプロピレン又はポリ塩化ビニル、 

アクリル共重合体/ナイロン 

ドリップチャンバ：ポリ塩化ビニル、ステンレス鋼、 

ナイロン、ABS 樹脂 

チューブ：ポリ塩化ビニル、シクロヘキサノン 

ゴム管：イソプレン、ポリ塩化ビニル 

ルアー接続部：ABS 樹脂 

ルアー接続部保護キャップ：ポリエチレン、 

アクリル共重合体/ナイロン 

  

 【使用目的又は効果】 
 本品は、重力により患者へ輸液を供給するために用いる。 

  

* 【使用方法等】 
 1）本品を包装から取り出す。 

 2）ローラークランプを閉じ、スパイク針の保護キャップを取り外

す。 

 3）輸液剤容器の排出口を上にしてスパイク針を垂直に根本まで刺

通させ、点滴スタンド等に本品を接続した輸液剤容器を吊るす。

漏れがないことを確認する。 

 4）ドリップチャンバを指でゆっくり押しつぶして離し、ドリップ

チャンバの半分程度まで輸液剤をためる。必要に応じて、ガラ

ス製等の輸液剤容器を使用する際は、ドリップチャンバ上部の

エアベントを開放すること。 

 5）患者に接続する際は、ローラークランプを閉じてからルアー接

続部の保護キャップを外し、本品のルアー接続部を回して接続

させる。漏れがないことを確認する。 

 6）必要に応じ、ローラークランプを開閉し適切な液量が投与され

るよう調整する。 

  

 【使用上の注意】 
 〈重要な基本的注意〉 

 1）本品の破損、接合部の緩み及び薬液漏れについて、定期的に確

認すること。 

 2）体位変換時や患者体動等により輸液ラインに過度な負荷が掛

かった場合、チューブの切断、接続部の緩みやはずれ、薬液漏

れ等が生じる恐れがあるため、ラインに異常が生じていないこ

とを定期的に確認すること。 

 3）輸液ラインまたは接続部分を引っ張るような、過度な負荷をか

けないこと。チューブ接続部から漏れを生じるおそれや、チュー

ブまたは接続部分が外れる可能性がある。 

 4）液漏れ、詰まり等の異常が認められた場合は、新しい製品と交

換すること。 

 5）チューブを鉗子等でつまんで傷つけないこと。 

 6）チューブの折れ等による閉塞に注意すること。 

 7）本品のルアー接続部は、接続相手側が国際規格（ISO）に準拠し

ている場合でも、締め方や、接続後の取扱い等により、接続が

緩む場合が想定される。緩みや外れが生じないようにしっかり

と接続し、漏れ等の異常が無いか必ず確認すること。 

 8）接液部を汚染させないこと。 

 9）ルアー接続部のテーパー部分に薬液等を付着させないこと。［接

続部に緩み等が生じる可能性がある。］ 

 10）使用前に本製品先端のルアー接続部保護キャップが緩みなく取

り付けられていることを確認すること。［緩みなく取り付けられ

ていない場合、漏洩する恐れがある。］ 
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 11）全操作においてスタンダードプリコーション（標準予防策）に

従い、適切な防護具（保護服、マスク、ゴーグル、手袋等）を

着用すること。 

 12）ドリップチャンバ上部のエアベント内のメンブレンが濡れた場

合には、ただちに輸液セット自体を交換すること。［感染の恐れ

がある。］ 

  

 〈相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること）〉 

 1）併用禁忌（併用しないこと） 

  

 医薬品・医療機器等 
の名称 

臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

輸液ポンプ 本製品に併用しない

こと 
本品は自然落下（落

差）方式のみで使用

し、輸液ポンプとは併

用しないこと。又、輸

液ポンプを併用した輸

液ラインとの接続は行

わないこと。 

  

 【保管方法及び有効期間等】 
 〈保管方法〉 

 水ぬれに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて保管すること。 

 〈有効期間〉 

 使用期限は化粧箱に記載。［自己認証（当社データ）による］ 

  

 【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
 製造販売業者： 

日本ベクトン・ディッキンソン株式会社 

TEL：0120-8555-90（カスタマーサービス） 

外国製造業者： 

ズーボー チィアオセンド メディカル アーティクルズ シー

オー エルティーディー（Zibo Qiaosend Medical Articles Co., Ltd） 

国名：中華人民共和国 

  

 


